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高品質のモノづくりは
人材育成と機械化にあり
岩手モリヤ株式会社
久慈市

素材本来の風合いを生かすため先端技術をいち早く導入

岩手県北は世界的有名ブランドも注目する縫製業の集積地。この地で創業した岩手モリヤ株式会社は、
生産拠点の海外移転など厳しい時代も一貫して人材育成に取り組んできた。
メイド・イン・ジャパンの復権が確実となった今、新たな切り口での産業振興にも取り組む。

　岩手県北地域には繊維工業（縫製
業）が数多く集積し、国内有数のモノ
づくり地域となっている。その数は県北
地域全域で約30社、久慈地域だけ
でも約14工場にのぼる。国内製造業
の空洞化が懸念されて久しい中、この
数字は驚くべきものである。
　「縫製業は労働集約産業であり、技
術力向上のための人材育成は必須で
す」。その言葉通り、設立以来地元で
の採用を実施してきた久慈市の岩手
モリヤ株式会社。森奥信孝社長は、
元々は東京に本社を置く洋装メーカー
の地方工場であった同社を昭和63年
に現地法人化。「女子型企業」と呼ば
れる縫製業で、女性たちが技術力を
生かし長く働ける環境の整備に努め
てきた。結果、同社で国家検定技能士
の資格取得者は従業員の４割を占め、
取引先である国内外の高級婦人服
メーカーからはグレーディング（服のサ
イズ変更）も一任されるなど、品質には
絶大な信頼が寄せられている。
　人材育成に取り組む一方、同社は
「人の経験・勘・テクニックに頼らないモ
ノづくり」を掲げて機械化を積極的に
推進。地域でいち早くCAM（自動裁断

機）を導入したのを契機に、生地の伸
縮率を計測する生地試験設備をはじ
め大型スポンジングマシンやCAD
等々、前処理工程に先端システムを順
次取り入れてきた。
　人材育成と機械化は一見、相反す
る事象だ。しかし「要は簡単な工程は
機械に任せて、技術をより高度なレベ
ルに持っていくこと」と森奥社長。同社
の機械化とは、生産性ではなく安定し
た品質を極めるためのものであるとい
う。それは裁断後の縫製部門も同様
で、シワを作らないためにスウェーデン
製のハンガーシステムを導入、まとめ工
程も完全内製化させた。このような一
貫生産は高品質で知られるイタリアの
縫製工場では一般的であり、非常に合
理的でもあると森奥社長。「外注に出
すタイムラグがなくなり、以前は出荷ま
でに一週間かかっていたものが、縫い
上がり即日出荷も可能になった」と話
す。さらに震災後は一部機械を刷新し
て省電力に取り組み、従来比40％もの
大幅な電力ダウンに成功した。
　環境整備は社内のみではない。
平成27年6月1日には森奥社長が発
起人の一人となり「一般社団法人北

いわてアパレル産業振興会」が設立さ
れ、さらに７月には岩手県と東京の学
校法人文化学園が連携協定を締結、
同振興会を核に県北の縫製業振興も
スタートした。さらに今年は振興会会員
の企業従業員による「仕立て屋女子
会」が発足、10ヶ月をかけてデザインや
パターンを研修しオリジナル服の製作
に取り組むという業界初の計画が始
まっている。
　価格から品質へと価値観がシフトし
つつある近年、世界的にも「メイド・イン・
ジャパン」製品の評価は高まる一方で
ある。「縫製とは人の技術」と徹底して
地域にこだわってきた同社、そのポテン
シャルを最大限に生かす時代がつい
にやってきた。

代
表
取
締
役

森
奥 

信
孝

22

①
②

③

④

⑤

岩手モリヤの技術

岩手モリヤの技術

①生地試験設備では表素材の伸縮変化を１日かけて確認しデータ化。縫製工程での生地変化を事前に把握することで寸法通りのパターン化に成功。
②生地の風合いを再現するスポンジングマシン。③最新のCAM。テレビモニターで柄などを確認しながら正確に裁断する。④CADでは元型をベースにグ
レーディングも行う。メーカーごとのグレーディングルールも提供されているのは信頼の証し。⑤布を重ねてシワが出来ないようにするハンガーシステム。

技術力を最大限引き出すために労働
力の省力化も推進。かさばる仕様書
はタブレット端末に一括し工程や進捗
状況の確認をスピーディにした。

高品質な服づくりは、生地本来の風合いを生かす前処理に加え正
確な裁断が基本となる。同社ではCAM導入の前提条件として、縫製
工場では前例の少ない生地試験設備を設置している。襟や身頃、袖
などパーツごとの柄が組み立て後にピタリと合う見事な仕
上がりはその成果。

会 社 名 岩手モリヤ株式会社
本　　社 岩手県久慈市夏井町大崎13-3-3
電　　話 0194-53-5327
代 表 者 森奥 信孝

創　　業 昭和63年（1988）5月
従 業 員 93名
業　　種 高級婦人既製服縫製
U　R　L http://www.ginga.or.jp/iwatemoriya/
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縫製企業向け商談会「アパレル企業ビジネスマッチン
グフォーラム」や製品展示会「JFW Japan Creation」
に参加。スタートした産学官連携の縫製業振興事業へ
の側面支援を引き続き希望している。

いわて産業振興センター活用事例
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